
 

20２１年石城登山教室・石城山岳会 12 月座学           担当：秋葉 

「 搬 送 法 」              

 

１ ストックで松葉杖を作る。 

 

 

２ 事故者を安全な場所に移動させる（別紙） 

 

 

３ 2 人以上で運ぶ（別紙） 

 

 

４ 背負い搬送 

① ザックとストックを利用して（別紙） 

 

② 小ループで（別紙） 

 

③ レスキューネットを使って（別紙） 

 

５ 担架搬送 

① ストックを利用して（別紙） 

 

② 雨具を利用して 

 

③ レスキューネットを使って（別紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

 「全図解レスキューテクニック」  山と渓谷社 堤信夫    

「セルフレスキュー」         〃   渡邉輝男 

「無雪期技術研修会資料」     福島県山岳連盟指導委員会 
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レ ス キ c_L_ ネ ッ ト使 用 説 明

ス ト レ ッ チヤ ‐一
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バィプまた1ま本を置き、

ネットの端をかぶせる

スリングで結ぶ (ガースヒッチ)

i■一ブでかが り編みをする

2人で稀 ;:ζ すろ
■ ―

人ヽ )

4人、6人、3人で搬送するが、

重い人は体 (尻)の横の左右にス トックなどを

入れて巻 くと体 (尻 )が沈まない

軽しヽ人|まそのままで良いが

αの長さを考えてネットにカラビナをかける

ア ン カ ー
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全身を包み国―フにかける

背負い搬送

ネッ トの真ん申に

すつぼりとお尻を乗せ

先端をひねり肩に背負う

その先端に脇下で

カラビナを掛けると背負える

=′

―-1ヽ (D上 i=雪 、 '「 、

砂などを入れる

サバ イパル

冬、雲

夏、石または砂

シー トが無い時は

小枝などを入れ る

全身ハーネス

/

//

胸に巻いて前で本結ひをして

左右のネットをひねり末端|こ

カラビナをかける

おむつのようにネットを当て

胸と尻に巻く

池、河川などで引き上げの際に

水が抜ける
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モ|´ 強ヽさないように注薄する

替ヽけ方
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正 しい掛け方

枠に掛けて

1本に掛けない

(枠だけ|まいけない)
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ク園スした所に

掛iす る

(1本だけではダメ)

藩|い 111丁 }i

枠 とネ ッ :ヽ の 1ネ l■

掛けている

菫ししヽ掛け方

枠とネツトのク回スに

かける。このょぅなやり

方で 2～ 3回かけると

より強度が出る
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